
舞 踊 学 の 動 向

学 校 教 育 の 側 面 か ら

松 本 千 代 栄

顯 系 の活動が、学校糖 の 「教材(1)」として導 入され

たの は、明治5年 学制が発布 され、全国 を八 大学区 に分

けて学校 が設置 されることにな ってか らしば らく後 のこ

とである。30年 以降欧米の遊戯 法の紹介 は めざま しいも

のがあ り、舞踊系教材 の研 究 ・教 育は この あた りか らは

じま った とみるこ とができよ う。 しか し、 よ り厳密 な意

味 では、昭和22年 学習指導要綱が 「表現技術、作品創作 、

作 品鑑賞」の三内容 を柱 に して「ダ ソス」(2)をと りあげた

時か ら、学校教 育の中の舞踊系教材 が、 ひろ く文化 と し

ての舞踊 とつなが るもの とな り、体育の属性 と しての教

材研 究か ら、文化 としての舞踊研究 に視点 をひろげ得 る

契機 をもった とみ ることができよ う。

更 に、舞踊の研究 が、研究発表 と討議 の場 を共有 す る

よ うになったの は、 日本体育学会 の設立(昭 ・25)以来で

あ り、大学教育 の中に研究 上の拠点 として「舞踊学」(3)「舞

踊教 育学」(4)が省令講座 として制度上 にその名称 をもった

のは最近 のこ とである。「舞踊学会」の設 立(昭 ・51)と あ

わせ 考 え る とき、 学 校

教 育 の場 か らそ の学 と

して の成 果 を確 実 にす

る の は 、 ま さ に こ れ か

らで あ る とみ な け れ ば

な ら ない だ ろ う。W1s-

consm 大 学 には じめて

Performmg group が

誕 生 し(1918)、 ダ ソス

専 攻 課 程 が おかれ(19

21)、今 日の全 米 の 大 学

の舞 踊研 究 と教 育 の 拠

点 が開 か れ た時(修 士

課程1927, 博士課程19

63)と 比較 して も、 我

々 は 端緒 に つ い たば か

り とみ な け れ ば な らな

い だ ろ う。

 舞 踊 学 の今 後 の発 展

に 期 待 しつ つ 、今 日 ま

で の 舞 踊研 究 の方 向 を

まつ 、日本 体 育 学会 「体

育学 研 究(5)」を手 がか り と して 、量 的 、 質 的 に概 観 して ろ

よ う。(この 間 の著 作 に つ い ては 、 別項 で 執筆 され る こ と

と考 え、 論 文 に しぼ っ た。)

研 究 の 概 要

表1は 、 日本体 育学 会 第1回 か ら20回 (昭 ・25～44)

ま での 舞踊 関係 研 究 発 表 を谷 村 氏(6)の分 類 項 目に よっ て、

5年 毎 に ま とめ表 示 した もの で あ る。20年 の間 の研 究 発

表 者 の 量 的 な増 加 は顕 著 で あ り、 研 究 の 対 象 に も ひ ろ が

りを示 して い る。即 ち、19題(昭25～29)の 発表 が178

題 (昭 ・40へ44)と な り、"ダ ソス" "表 現" の題 目 で行 わ

れて い た研 究 が、"創作" "リ ズ ム" な ど にひ ろが り、かっ、

この 分 類項 目に お さま9き れ ない とみ な され だ 隻そ の他"

の研 究 (R. Laban, 1. Duncan, 民 族 的表 現 、 日本 舞 踊 、

能 、 記 譜 法 な ど)が30題 に も及 ぶ よ うに な り、明 らか に

研 究 の対 象 が 分 化 して い る こ とが認 め られ る。

表 は、21回 か ら28回(昭 ・45～50)ま での研究 発

表 を、「研 究 題 目 、目的 、 研 究 方 法 」か ら、そ の研 究 が明

らか に しよ うと して い る対 象 を筆 者 の 推 定 に よ9分 類 し

た も の で あ る。

全体的 には、実験 ・薙 的研究 がお よ袴 をしめ ると

み られ、 創作一作 品一鑑賞 "運 動技術" に関す る研 究が

多 く、特 に近年は、"創作過程" の研究 か ら、"イメージ と

動 き"や "作品評定" に関連 する研究方向 にむかってい る

表1 研究文献分類(日 本体育学会発表)

昭和25～44年

谷村分類項目による (表作成筆者)

表II 研 究 文 献 分 類 (日 本 体 育 学 会 発 表)
-昭 和45～52年 一(大 会号資料 よ9分 類筆者)
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とみ られる。史 論的 な研究 も僅 かなが ら増加 し、 また、

質的 には、"用 語研究" "セ ラピ ィ" "鑑 賞基 準表" "創作集

団" "比較文化" などの研究 も表 われ、 よ り詳細に分化 し

つつ研究が行われてい るこ とが認 め られ る。

研 究 主題 と研 究法 一原 著 一

表 斑は、「体 育学研究」 が原著論文 と して採択 した論文

か ら、舞踊関係 とみなされるものを抽出 したものである。

(昭 ・27～51)。 表I、 表IIの よ うに、 これ らの原著論

文 にも明 らかに研究の推移 をみるこ とができよ う。

 論文1は 、平面的移 動運動 がもつ表現的意義 をみ よう

と したもので、課題 と課題 な しの設定 で、移動の軌跡が

どのよ うに異 り、それ らが快 ・不快 ・中性、緊張 ・弛緩・

中性 の情調 と どうむすびつ くか をみて、移動運動 自体の

中 に潜在す る心理的条件 を究明 している。

 論文2は 、学校ダ ソス(コ マの動き、みの り他10作 品)

のエネルギー代謝 を測定 した もので、エ ネルギー代謝率

R.M.R.と 酸素需要量によって、ダソス作品(2分 ～約3分)

を運動強度 の視点か ら分析 してい る。

 論文3は 、学校ダ ンス作品(荒 城 の月変奏曲他9曲)

を身体 の重心位 置 を推測 し(松 井秀治 の係数 による)キ

ネシオロジ ィの面か ら表現 技術の難易、表現 内容等 との

関係 を解析 してい る。

 論文4は 、 日本民踊(春 駒、阿波踊 り、佐渡 おけ さ他

38種 目)を レコー ドー曲の長 さを単位 として、エネルギ

ー 代謝率 を算出 し、労作強度 別に分類考察 している。

 これ ら論文2、3、4は 、いつれ も生理学 ・力学 の実験

方法 を用 い運動効果 の側 面か らダソス教材の位 置づ け を

み ようとしているもの とみ られよう。

 論文5は 、舞踊 の創作お よび鑑賞 の機 制を課題 を与 え

創作 させた "作 品" と" "創作過程" の分析、同作晶の"鑑

賞の価" (動 きの感情価)を 比較検 討 し、表現 とそれ らの

伝達 の様相 をみ た結果 を報 告 している。 同一課題、同一

被験 者 を3年 間 (10ヶ 月毎) 追跡 し、観察及び フ ィルム

分析、鑑 賞用語選択、内省 な どの研究方法に よって、 そ

の変化、発達 をみたものである。

論文6は 、舞踊 の創作及び鑑賞における精神活動 を、

皮膚 電気 反射、脳波、呼吸曲線お よび筋電図に よって と

らえ、創作過程 における各期 の変化、 創作者 と鑑 賞者の

精神興奮の類似傾向 な どをみてい る。従来 の研究 に附加

して、舞踊 を客観的側面 か らとらえようと意図 した もの

で ある。

論文7は 、音楽刺激 によって、舞踊 イメージが どの よ

うに構成 されるかを実験的 にみた ものである。音楽 構造

をA(の どかな明 るい感 じ)、B (暗 く寂しい感 じ)、C (不

安定 な激 しい感 じ)に か えて、 その関係 をみて いる。

論文8は 、女子の理想像 と体育内容 に関す る実態調査

によって、身体的 、精神的側面 か ら運 動の類型 に よる価

値意識 の差異 を明 らかに し、"強い意志、美意識の洗練、

創造力の豊か さ、優雅 な身 のこな し、人間関係の円滑"

を望 む女子の理想像 と、ダンス に期待する価値観の類同

性 を実証 してい る。

 論文9は 、刺激音 に対 する反応動作(手)を みた実験

研究 で、幼児(2才 ～6才)が 、リズム ・パター ソ(9種)

を同期 できるようになる発達的様相 を明 らかにしている。

 論文10も 同様 の方法 で、手 の リズム反応 をみているが、

全体 と部分の認知の観点 か ら実験 を設定 し、A・B群 の学

習法 をか え、結果 と して、パターソの全体的把握の学習

が より有効 であるとい う結果 を提 出 してい る。

 論文11は 、舞踊におけ る「作 」と「演 」について考察

し、作 舞、演舞の差違 について、語義、特性 を対比 しつ

つ、「演」を再見 し、作 舞(創 造活動)、演舞(追 創造 ・活

動)と 二次的視せず、演 舞者 の独 自世界の認識 に論点 を

おいて究明 してい る。

 論文12は 、舞踊の鑑賞の構造 を因子分析的方法 によっ

て推定 しよ うとす るもので、40の 舞踊作品(国 際女子体

育会議(東 京)収 録 フ ィルム ー: 日本女子体 育連盟)

を、40個 の対極形容詞か らな る意味微 分尺度 でチ ェック

させ、因子分析 を行 い、評定因子 を見出そうとしている。

 この他、舞踊 に言及 してい る原著論文では 「米国 の大

学 におけ る_般 体育実技授業の現状 に関する研廃壁 英文)

「ルキアーノスの「アナ カル シス 」における体育論 につ

表III「 体育学研究 」日本体育学会〈原著 〉

一舞踊 に関 するもの一 (S. 27～51) (抜 すい筆者)
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い て(8)」な どが あ り、 舞 踊 研 究 に見 の がせ な い。

以上 の研 究 を研 究 方 法 上 か らみ る と、 す で にみ た よ う

に 実 験 実 証 的 研 究 法 に よ っ て、 操 作 的 に実 態 を解 明 しよ

うとす る方 向 が顕 著 で あ り、 表IVに み る よ うに各 種 の 舞

踊 を と らえ、 学 会 各 部 門(原 理 、 歴 史 、 心 理 、 生 理 、 測

定 評価 、 体 育 方 法 な ど)に そ の研 究 が ひ ろ が って い る点

に特 色 を見 出す こ とが で き る。 舞 踊 とい う運 動 文 化 の 特

性 に加 え、 体 育 学 研 究 法 の開 発 、 研 究 者 の ポス ト上 の 方

向 な どか らの結 果 で あ ろ うか 一 。 こ れ らの研 究 上 の 多

彩 な 成 果 は、 必 要 な追 試 を経 て集 積 さ れ た とき、 舞 踊 と

舞 踊 教 育 は あ る確 か な指 標 を もつ に至 る と思 わ れ る。

海 外 の 研 究 動 向

こ こ で、 舞 踊研 究 の 動 向 を、 眼 を転 じて 比 較 して み よ

う。 ア メ リ カ主要 大 学 の 学位 論文 (Xerox Univ Mlcro-

fllms 所 収) の 体 育 学分 野 、959題 目 中 (1940～1973)

舞踊 関 係 は50題 を越 え、特 に1965年 以降 に急 増 してい る。

モ ダ ノダ ソ ス を対象 と した 論文 題 目 は 、「L. Horst の モ

ダ ソダ ソス 創作 理 論」E. pease (1953)、 「J. Martlnの 舞 踊

評論 一 舞 台 芸 術 舞 踊 に対 す る彼 の評 論 方法 の研 究」T. Her-

thel (1966)、 「モダ ソ ダ ソ スへ の 適 用 と して の2っ の 美

学理 論 の 比 較 」M. Kaprelian (1969)、 「美 的 規 範 と して の

モダ ン ダ ソス ・コ レォ グ ラ フ ィの検 証 」P. Rowe (1966) な

どが み られ 、 カ リキ ュ ラ ム、 創造 性 な ど教 育 側 面 か らの

論 文 は、「高 校 モダソ ダ ンス の初 歩教 育 に お け る視 覚 的 助

成 」L. Carter (1958)、 「高校 女 子 の ダンス 計 画 の確 立 と指

導 の た め の原 理」M. Calhoun (1963),「 運 動 能 力 テ ス トを

通 して の モ ダ ソダ ンス能 力 の考 察 」R Fnal (1965),「 選 ば

れ た 局面 で のダ ンス ・ム ー ヴ メ ソ ト ・シ ー ク ェ ンス の学

習経 験 」B. Bowman (1971)、 「大 学 女子 の運 動 適性 に対 す

る初 級 モダンダソスの 貢 献 」J. Hays(1971)、 「モダンダンスにお

ける創造 性 開 発 に 関 す る思 考 」A. Little (1966) な どがみ ら

れ、また、舞 踊 を民 族 あ るい は文 化 史的 に みた論文 で まトソ

ガの舞踊 構 造(1967)、 パナマの フォークダンス (1964)、 ソ連 の

舞踊芸 術 ・政治 ・イデオ ロギー ・文 化研 究 (1967)、18世 紀初頭.

のイギ リスのダンス(1967)ア メリカ ・スクェアダソスの文化 的 歴 史

的 哲 学 的研 究(1973)な どがみ られ、70年 以降 になって は、

1961～65年 大 学(短 ・総)卒 業 の舞 踊 専 攻 生 の職 業 型(19

70)、 舞 踊 学科 設立 の基 磯 と してのアメリカ短 科 ・総 合 大学

にお ける舞 踊 課程 の研 究(1970)な ど、アメリカ大学 教 育の中

の舞 踊 の位 置 と成 果 を追 跡 す る論 文 も あ らわ れ、ウィスコ

ソシソ大 学 を創始 とする大 学 における舞 踊研 究 ・教 育 の 層 の

厚 さをみ ることがで きる。 あわせ て、パ レェ作 品 の分 析(1970)、

V.T.R.に よる舞 踊 の要 素 分 析(1970)な ど現 象 分 析 、ダン

ス と運 動 セラピィ(1970)や 女 囚 の 素 行 へのダンスの影響 (1961)

など、治 療 面 での研 究 、 また音 楽 と舞 踊 、ダンス ・プロダクショ

ン、用 語 研 究 な ど、人 間 と舞 踊 のかかわる ところ、 すべてに

研 究 視 点 がひろげ られてい る。

前述 のP. Rowe の 論 文 は、過 去 お よび現 在 の アメリカの

コ レオ グ ラ フ ィの領 域 を検 証 し、 ダ ン ス の コレオグラ フィ

を限 定 す る原 理 を、 それ に関 連 した美 学 、心 理 学 的 条 件

と対応 して探 究 し、 構造 化 しよ う と した も の で あ る。 現

代 のモ ダ ソ は、過 去 の モ ダ ン を必 然 的 に 内包 して 、今 日

的 に出 現 す る と い うみ か た に立 っ て、Traditional

Choreographers (M. Graham、D. Humphrey 等4名)

Innovator (A. Sokolow, P.Tayler, E. L. Hoving

等5名) Avant-garde (A. Nikolais E. L. Hawkins

等4名)、 に 他 の 諸傾 向 (The Judson Church Group

な ど)に 分類 しコレオ グラ フィ情 報 を文 献 上 に収 集 、W.

Wilhams の作 品 分 析方 法 やG. Alipor tやS. Cook らの個

人 ・社会 心 理 学 的 研 究 方 法 をふま えて、美 的 傾 向 を検 証 し、

コレオグラフィの フレイム ・ワークをも とめ、創 作 者 に役立つ

美的 規 範 を検 出 し構 造 化 した もの で あ る。 か つて 、M.

H/Doubler(9)が 、その深 い生 理 一解 剖 学 、 物 理 一 運 動 学

的 洞 察 か ら 「舞 踊 研 究 に最 も重 要 で 、 しか も最 も永続 し

て い る刺 激 を 与 え」(P. Rowe)た よ うに 、 今 日の アメ リ

カ ・モダンダ ンス が他 の諸 芸 術 に 比 肩 す る規 範 を持 つべ き

で あ る とみ て 、舞 踊 を 「精 神 を内 包 す る運 動 と、運 動 そ

れ 自身 に よ って 、 それ 以 上 た ら しめ よ うとす るもの」 との

両極 のベ ク トル を も って 迫 る彼 女 の 美的 規 範 の 提 出 は 、

示 唆 に富 み 、興味 深 い もの で あ る。

 ち な み に、P. Roweが 主 任教 授 と して在 職 す る ニ ュー

ヨ ー ク大 学 に は 、 アメ リカの舞 踊 学 会(The Committee on

セsearch in Dance) の事 務 局 がおか れてい る。機 関誌CORD

は1969年 次来 出版 され 、Vol. K-2(1977)に は、毛 越 寺

の 延年 (F. Hoff)や 日本 舞踊 の 伝 承 (J. R. Malm)、 中

国 の 舞 踊 記譜 に関 す る論 文 な どが み られ 、Vol. VIII-1に

表IV「 体 育学研 究」「大学研究紀 要 」にみ られる

舞踊 名 ・人名(昭 ・25～52)

(谷村: 研究 文献分類資料 よ り 表作成筆者)
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は先 のM. H' Doubler の ダ ンス 学 習 法 を再 見する論 文 も

み られ る。

ア メ リカ で は 、 他 に研 究 誌 "Research Quarterly"

に もダ ソス 関 係 の研 究 報 告 が み られ る。 ま た 、 日本 の体

育 関係 月刊6誌 と とも に "Dance Magazlne"や"Jour

nal of Physlcal Education and Recreatlon" な ども

研 究 と教 育現 場 の交 流 と して み な け れ ば な らな いだ ろ う。

更 に 、民 族 舞 踊 と音 楽 関 係 で は "Ethnomusicology" を

み な け れ ば な らな い。R. Labanの 記譜 法 は 、 こ の分野 に

も活 用 され、 ま た 、記 号 論 的 な ア プ ローチ 、各 国 の舞 踊

分 析 が報 告 さ れ て い る。 イギ リス のR. Labanの 方 法 が運

動 教 育 と して ア メ リカ に も導 入 され て い る こ とはす で に

知 る とこ ろ で あ り、 東 西 、 そ の研 究 ・教 育の 交 流 は 興味

深 い も の が あ る。

今 夏The (hmmittee on Research in Dance (前 述CO-

RD)と American Dance Guild の共 催 で、"20世 紀 の 中

の伝 統 的 舞 踊-ア ジ ァ ・太 平 洋 地 域 を中 心 と して 一"

を研 究 主 題 と掲 げ た 学 会 が ハ ワ イ大 学 を会 場 に 開催 され

る。 日本 か らの 演 者 も招 か れ て い る。 ア メ リカ現 在 の 舞

踊 研 究 ・教 育 の 発 展 を、 舞 踊 家 、舞 踊 研 究 ・教 育 者 、批

評 評論 家 の一 体 の 活 動 、 大 学 教 育 への 位 置 づ け 、文 化 に

対 す る経 済 的 支 援度 な どの 総合 成 果 と してみ る と き、 日

本 の 「舞 踊 学 」の これ か ら に あ らた めて 思 い い た さ ざ る

を得 な い。

舞 踊 と舞 踊 学 の 発 展 をね が い っ つ稿 を閉 じる 。紙 数 の

限 界 と菲才 に よ る不 備 をお 許 しい た だ きた い 。

注

(1) 明冶8年 、伊訳修二氏愛知師範学校附属小学校ではじめて唱歌

遊戯を課し、その価値を文部省に建議する。 (今村嘉雄: 日本体

育史)

(2) 従来の呼稻をあ らため 「ダンス」 とし、民踊を指導してもよい

ことを付記した。 (学習指導要綱 文部省 昭和22年)

(3) 東京教育大学体育学部に昭和38年 設置。43年 省令講座 となる。

 39年修士講座 「舞踊学」設置。

(4) お茶の水女子大学文教育学部に昭和45年設置。同47年修士課程

 舞踊教育学専攻設置。

(5) 日本体育学会「体育学研究」大会発表並びに原著 (昭25～昭52)

(6) 体育学研究文献分類目録(谷 村辰巳)

(7) 体育学研究16-4 (波多野義郎 、西尾貫一他)

(8) 体育学研究20-3 (杉本政繁、水野忠文)

(9) M. H' Doubler; Dance-acreative Art Experience

松本訳:「舞踊学原論」

(10) 舞踊教育の比較研究 (松本) 女子体育19巻3号
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